
東京都立文京高等学校　　

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

2
学
期

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を
養う。

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

「LANDMARK English Communication Ⅰ」（啓林館）

知

【学びに向かう力、人間性等】

3

外国語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅠ

思

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を
身につけている．

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

外国語 英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

L4【知識及び技能】
屋久島についての文章を通して受動態や
関係副詞の意味や構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあうやりとりをする。

領域

１
学
期

L1【知識及び技能】
高校生活における目標についての文章を
通して不定詞、動名詞の意味や構造を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分が挑戦してみたいことを説明するた
めに、高校生活における目標設定につい
て書かれた文章を読んで、概要や要点を
捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあう。

・日常的な英文を読み、文章の背景にあ
る文化の違いを学び、理解した英文の内
容を学んだ文法やフレーズを使って、話
したり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解
を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこ
と，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーション
において，目的や場面，状況などに応じて適切に活用する
技能を身につけている．

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報
や考えなどの要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的
確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え
あったりする力を身につけている．

L3【知識及び技能】
　学校の制服についての文章を通して受
動態の意味や構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあうやりとりをする。

・複雑ではない文章構造の英文を読み、
文章の背景にある文化の違いを学び、理
解した英文の内容を学んだ文法やフレー
ズを使って、話したり、書いたりして伝
えることができるように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

定期考査

L2【知識及び技能】
カレーについての文章を通して分詞の後
置修飾，現在完了形の意味や構造を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあう。

・日常的な英文を読み、文章の背景にあ
る文化の違いを学び、理解した英文の内
容を学んだ文法やフレーズを使って、話
したり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク ○ ○ ○

○

○

・複雑ではない文章構造の英文を読み、
文章の背景にある文化の違いを学び、理
解した英文の内容を学んだ文法やフレー
ズを使って、話したり、書いたりして伝
えることができるように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○ ○ ○

定期考査
○ ○

○ ○

L6【知識及び技能】
ファシリティドッグについての文章を通
して過去完了形，不定詞と原形不定詞，
不定詞の意味上の主語の意味や構造を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあう。

・複雑ではない文章構造の英文を読み、
文章の背景にある文化の違いを学び、理
解した英文の内容を学んだ文法やフレー
ズを使って、話したり、書いたりして伝
えることができるように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○ ○ ○

L5【知識及び技能】
受け身，分詞の文法理解をもとに，点字
の歴史やブレイルノイエについての文章
を読み取る技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあう。

・複雑ではない文章構造の英文を読み、
文章の背景にある文化の違いを学び、理
解した英文の内容を学んだ文法やフレー
ズを使って、話したり、書いたりして伝
えることができるように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク ○ ○

定期考査
1

11

11○ ○

○

○ ○ ○ 1

○

○

○ ○

【知識及び技能】
受け身，分詞の文法理解を元に，点字の歴史やブ
レイルノイエなどについての文章を読み取れるか
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興で話して
伝えあう。

【知識及び技能】
ファシリティドッグについての文章を通して過去
完了形，不定詞と原形不定詞，不定詞の意味上の
主語の意味や構造を理解することができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や自分の考えを即興で話して伝えあうことが
できるか。

○

○

○

○ ○

○

態

○

○ ○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

評価規準

【知識及び技能】
高校生活における目標についての文章を通して不
定詞、動名詞の意味や構造を理解することができ
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
的に書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や自分の考えを即興で話し伝えあうことがで
きるか。

【知識及び技能】
カレーについての文章を通して分詞の後置修飾，
現在完了形の意味や構造を理解することができる
か。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や自分の考えを即興で話して伝えあうことが
できるか。

【知識及び技能】
　学校の制服についての文章を通して受動態の意
味や構造を理解することができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興で話して
伝えあうやりとりをしているか。

【知識及び技能】
屋久島についての文章を通して受動態や関係副詞
の意味や構造を理解することができるか
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興で話して
伝えあうやりとりをしているか。

配
当
時
数

6

10

1

9

9

○

○

○

○

○
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領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 態評価規準

配
当
時
数

合計

2
学
期

3
学
期

定期考査
○○○ ○

○ ○ ○ 12○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
日本とトルコの友好関係についての文章を読み，
仮定法過去完了の意味や構造を理解することがで
きるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や自分の考えを即興で話して伝えあうことが
できるか。

○ ○

○ 1

105

○ 1

L9【知識及び技能】
宇宙エレベーターについての文章を読
み，仮定法過去や倍数表現の意味や構造
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあう。

・よく使われる一般的な語彙で書かれた
英文を読み、文章の背景にある文化の違
いを学び、理解した英文の内容を学んだ
文法やフレーズを使って、話したり、書
いたりして伝えることができるように指
導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
宇宙エレベーターについての文章を読み，仮定法
過去や倍数表現の意味や構造を理解することがで
きるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興で話して
伝えあう。

○ ○ ○ 12

L10【知識及び技能】
日本とトルコの友好関係についての文章
を読み，仮定法過去完了の意味や構造を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあう。

・よく使われる一般的な語彙で書かれた
英文を読み、文章の背景にある文化の違
いを学び、理解した英文の内容を学んだ
文法やフレーズを使って、話したり、書
いたりして伝えることができるように指
導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○

○

○

【知識及び技能】
　バナの平和への思いや，SNSを用いた活動につ
いての文章を通して，関係代名詞の非限定用法，
関係副詞の非限定用法の意味や構造を理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興で話して
伝えあうやりとりをしているか。

○ ○ ○ 10

L8【知識及び技能】
　職業選択や社会起業家についての文章
を読み，部分否定や知覚動詞を使用した
表現，目的を表す表現の意味と構造を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあうやりとりをする。

・複雑ではない文章構造の英文を読み、
文章の背景にある文化の違いを学び、理
解した英文の内容を学んだ文法やフレー
ズを使って、話したり、書いたりして伝
えることができるように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
　職業選択や社会起業家についての文章を読み，
部分否定や知覚動詞を使用した表現，目的を表す
表現の意味と構造を理解することができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興で話して
伝えあうやりとりをする。

○ ○ ○ 10

定期考査
○

L7【知識及び技能】
　バナの平和への思いや，SNSを用いた活
動についての文章を通して，関係代名詞
の非限定用法，関係副詞の非限定用法の
意味や構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを即興
で話して伝えあうやりとりをする。

・複雑ではない文章構造の英文を読み、
文章の背景にある文化の違いを学び、理
解した英文の内容を学んだ文法やフレー
ズを使って、話したり、書いたりして伝
えることができるように指導する。
・使用教材：教科書、副教材、ワーク

○ ○ ○



東京都立文京高等学校　　

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
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]
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書

２
学
期

【学びに向かう力、人間性等】

B 単元
【知識及び技能】
学校生活で行われる生徒同士のやり取り
の表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
普段の生活や自分の部屋にあるものにつ
いて書いて説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
Do you want to join our show?
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

定期考査

【知識及び技能】

○

E 単元
【知識及び技能】
将来や進路について，自分の考えや気持ちを伝え
相手に尋ねる表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
家のルールや小学生の頃のこと，いつかしてみた
いことについて書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

○ ○ ○ 7

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮し
ながら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しよう
とている。

○

○

○

○

【思考力、判断力、表現力等】

D 単元
【知識及び技能】
趣味や関心のあることの経験を尋ねた
り，伝えたりする表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツや音楽の経験について伝え合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとている。

領域

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
初対面で行われる自然な会話や学校の習
慣を紹介する表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
自分やパートナーのクラブ活動を紹介す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
I want to introduce my new friend.
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを理解して
いる。外国語の技能（話すこと、書くこと）について，実
際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題に
ついて，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適
切に伝え合ったりしている。聞いたり読んだりしたこと
などを活用して，自分の意見や考えなどを話したり書い
たりして表現している。

○

○

○

論理・表現Ⅰ

・指導事項
Have you ever tried it before?
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

C 単元
【知識及び技能】
旅行の計画や予定を尋ねたり伝えたりす
る表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
過去に行った旅行の経験について話す。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
I’m planning a day trip this
weekend.
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

定期考査

○

○

○○

○

F 単元
【知識及び技能】
自然な会話の流れや自分の感情や物事を
表す表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
最近買ったものについて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
Did you hear about the new shop?
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

E 単元
【知識及び技能】
将来や進路について，自分の考えや気持
ちを伝え相手に尋ねる表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
家のルールや小学生の頃のこと，いつか
してみたいことについて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
What do you want to do after school?
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

5

○

○

○

○ ○

D 単元
【知識及び技能】
趣味や関心のあることの経験を尋ねたり，伝えた
りする表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツや音楽の経験について伝え合うことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

配
当
時
数

態

論理・表現Ⅰ

○ ○

F 単元
【知識及び技能】
自然な会話の流れや自分の感情や物事を表す表現
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
最近買ったものについて伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

思

○

○

○

○ ○

○ ○

1

○ ○

○ ○

評価規準

A 単元
【知識及び技能】
初対面で行われる自然な会話や学校の習慣を紹介
する表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分やパートナーのクラブ活動を紹介することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

B 単元
【知識及び技能】
学校生活で行われる生徒同士のやり取りの表現が
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
普段の生活や自分の部屋にあるものについて書い
て説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

C 単元
【知識及び技能】
旅行の計画や予定を尋ねたり伝えたりする表現が
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
過去に行った旅行の経験について話すことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

知

5

8

1

8

7

○

○

○

○

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語

「Vision Quest  English Logic and Expression Ⅰ Standard」（啓林館）

外国語

外国語 論理・表現Ⅰ 2

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を
養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。
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聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

配
当
時
数

態思評価規準 知

合計

３
学
期

２
学
期

○
定期考査

○ ○

70

5

1

K 単元
【知識及び技能】
，物事を提案したり，相手の発言を称賛
する仕方を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
また最も幸せなときについて書いて伝え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
Which do you prefer, cheaper beans
or more expensive ones?
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する ○ ○

○○

定期考査

定期考査

5

J 単元
【知識及び技能】
日本特有の言葉や文化について紹介しそ
の違いについて述べる表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の文化や遊び，人物について話す。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
That’s why I decided to go back.
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○ ○ ○

J 単元
【知識及び技能】
日本特有の言葉や文化について紹介しその違いに
ついて述べる表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の文化や遊び，人物について話すことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

○ ○ ○ 5

I 単元
【知識及び技能】
留学生とのやり取りから，意見を述べた
り，詳しく説明する会話を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
家族や友だちと撮った写真や日本人の一
般的な特徴について書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
Digital media has come a long way.
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○ ○

○

○ ○

H 単元
【知識及び技能】
チームに誘ったり，見学を勧めたりする表現がで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツをすることの利点について話して伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

○ ○ ○ 5

L 単元
【知識及び技能】
自分の意見や考えを伝えたり，相手の助
言を求めたりする表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会問題について，自分の意見を
話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
I think it’s a good idea.
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

○

H 単元
【知識及び技能】
チームに誘ったり，見学を勧めたりする
表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツをすることの利点について話し
て伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

・指導事項
What sport do you like playing?
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

・指導事項
I’m happy to have you with us.
・教材
教科書、ワークブック、プリント
・一人１台端末を活用する

○

G 単元
【知識及び技能】
自然な会話のやり取りから，感情を表す
様々な表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
日常生活でしないように気を付けている
ことについて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いた
りして表現しようとしている。

5

5

○ ○ ○

○

○ ○ 1

○ ○ 1

○ ○

○

○

○

L 単元
【知識及び技能】
自分の意見や考えを伝えたり，相手の助言を求め
たりする表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会問題について，自分の意見を話して伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

○

○

I 単元
【知識及び技能】
留学生とのやり取りから，意見を述べたり，詳し
く説明する会話ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
家族や友だちと撮った写真や日本人の一般的な特
徴について書いて伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

○

K 単元
【知識及び技能】
，物事を提案したり，相手の発言を称賛する仕方
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
また最も幸せなときについて書いて伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

G 単元
【知識及び技能】
自然な会話のやり取りから，感情を表す様々な表
現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
日常生活でしないように気を付けていることにつ
いて書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現することができる。

○

○ ○

○
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高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解
を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこ
と，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーション
において，目的や場面，状況などに応じて適切に活用する
技能を身につけている。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情
報や考えなどの概念や要点，詳細，話し手や書き手の意
図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表
現したり伝えあったりする力を身につけている．

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を
身につけている．

「Grove English Communication Ⅱ」（文栄堂）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を
養う。

思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

13

L2【知識及び技能】
完了形，進行形の表現などを用いてなど
にストリートダンスとその上達のポイン
トなどについて書かれた文章の内容を読
み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇 〇

〇

L1【知識及び技能】
5文型，動名詞の表現などの理解をもとに，世界
の朝食や食文化・食習慣などについて書かれた文
章の内容を読み取ることができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えあうことができるか。

○ ○ ○ 12

13

L3【知識及び技能】
助動詞，助動詞+完了形の表現などの理解
をもとに，ロックコープスの活動やボラ
ンティアについて書かれた文章の内容を
読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

1
定期考査

〇 〇

〇

L4【知識及び技能】
様々な受け身の表現の理解をもとに、動物園の役
割と課題や取り組みなどについて書かれた文章の
内容を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えられるか。

○ ○ ○ 13

L4【知識及び技能】
様々な受け身の表現の理解をもとに、動
物園の役割と課題や取り組みなどについ
て書かれた文章の内容を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。

○ 〇 〇 〇

〇 ○ ○

１
学
期

L1【知識及び技能】
5文型，動名詞の表現などの理解をもと
に，世界の朝食や食文化・食習慣などに
ついて書かれた文章の内容を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。

○ 〇 〇 〇

〇

L3【知識及び技能】
助動詞，助動詞+完了形の表現などの理解をもと
に，ロックコープスの活動やボランティアについ
て書かれた文章の内容を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えあうことができるか。

○ ○ ○

〇

L2【知識及び技能】
完了形，進行形の表現などを用いてなどにスト
リートダンスとその上達のポイントなどについて
書かれた文章の内容を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えあうことができるか。

○ ○ ○

14〇 〇

L5【知識及び技能】
分詞の形容詞用法などの理解をもとに，紙の多様
化と生産の増加，環境への取り組みや活用の場に
ついての文章の内容を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えれるか。

○ ○ ○

L5【知識及び技能】
分詞の形容詞用法などの理解をもとに，
紙の多様化と生産の増加，環境への取り
組みや活用の場についての文章の内容を
読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇

外国語

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

2
学
期
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聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書
思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

合計

1

140

定期考査
○ ○ ○

定期考査
〇 〇 〇

14

L6【知識及び技能】
｢S+V(=seem)+to不定詞｣の表現などの理解
をもとに，ネットワーク社会の危険性と
技術革新で開かれる未来についての文章
を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇 〇 〇

L6【知識及び技能】
｢S+V(=seem)+to不定詞｣の表現などの理解をもと
に，ネットワーク社会の危険性と技術革新で開か
れる未来についての文章を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えられるか。

○ ○ ○

○ 1

〇 〇 〇

L7【知識及び技能】
比較表現，関係代名詞の理解をもとに，社会的な
つながりが人に与える影響とそれを支援する取り
組みが書かれた文章を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えあえるか。

○ ○

〇 ○

○

L9【知識及び技能】
仮定法過去・過去完了の理解をもとに，ミツバチ
の有益性とその減少・消滅により起こる危機など
について書かれた文章を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えられるか。

○ ○ ○ 14

○

14

L7【知識及び技能】
比較表現，関係代名詞の理解をもとに，
社会的なつながりが人に与える影響とそ
れを支援する取り組みが書かれた文章を
読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇

1

〇

L8【知識及び技能】
関係副詞、分詞構文の表現などの理解をもとに，
大澤さんが偉業を成しとげた経緯とその理由など
について書かれた文章を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えらるか。

○ ○ ○

○

○ ○ 14

L10【知識及び技能】
倒置，省略の表現の理解をもとに，ス
コットランドのランドマークである
フォース橋などについてついて書かれた
文章を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇 〇 〇

L10【知識及び技能】
倒置，省略の表現の理解をもとに，スコットラン
ドのランドマークであるフォース橋などについて
ついて書かれた文章を読み取れるか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまとめ，論理
性に注意して書いて伝えられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理性に注意
して話し、伝えられるか。

○

14

L8【知識及び技能】
関係副詞、分詞構文の表現などの理解を
もとに，大澤さんが偉業を成しとげた経
緯とその理由などについて書かれた文章
を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇

3
学
期

2
学
期

〇

L9【知識及び技能】
仮定法過去・過去完了の理解をもとに，
ミツバチの有益性とその減少・消滅によ
り起こる危機などについて書かれた文章
を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマについて情報や自分の考えをまと
め，論理性に注意して書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
テーマについて情報や自分の考えを論理
性に注意して話し、伝えあう。

・日常的・社会的な話題について，必要
な情報や書き手の意図、要点などを理解
し一定の支援を活用すれば，多様な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を，論理性に注意して，詳しく話して伝
えたり、書いたりして伝えることができ
るように指導する。 ○ 〇 〇 〇 〇

〇
定期考査

〇
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高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

2
学
期

外国語

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

6〇 〇

L5【知識及び技能】
形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞の修
飾を用いた適切な文の形や構造を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギーの使い過ぎについて，自分の意見や主
張などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話
したり書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○

L5【知識及び技能】
形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による
名詞の修飾を用いた適切な文の形や構造
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギーの使い過ぎについて，自分の
意見や主張などを論理の構成や展開を工
夫して，詳しく話したり書いたりして伝
え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

エネルギーの使い過ぎについて書かれた
文章を読んで，名詞を修飾して情報を追
加する様々な文の構造を理解する。形容
詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞
の修飾を用いた適切な文の形や構造を理
解し，文を組み立てる。環境問題の原因
とその影響について情報を整理し，関心
のある環境問題に対する意見や主張を話
して伝える。原因・理由・結果について
述べる論理的なパラグラフの構成やつな
ぎの言葉を適切に用いて，書いて伝え
る。

○ 〇 〇

〇 ○ ○

１
学
期

L1【知識及び技能】
主語の選択や主語になる名詞句，形式主
語の概念を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
子供の理想の仕事について，自分の意見
や主張などを論理の構成や展開を工夫し
て，詳しく話したり書いたりして伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

子供の理想の仕事について書かれた文章
を読んで，適切な主語の使い方を理解す
る。適切な主語を用いる：主語の選択や
主語になる名詞句，形式主語の概念を理
解し，適切な文を組み立てる。自分の目
標と達成のために必要なことについて，
文と文のつながりを意識して書いて伝え
る。様々な「つなぎの言葉」の用法を理
解し，論理構成が分かりやすく，まとま
りのある文章を書く。

○ 〇 〇 〇

1
定期考査

〇 〇

〇

L4【知識及び技能】
義務・必要・推量を表すために，助動詞を用いた
適切な文の形や構造を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディアの使用で気を付けるべき点に
ついて，自分の意見や主張などを論理の構成や展
開を工夫して，詳しく話したり書いたりして伝え
合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○ 7

L4【知識及び技能】
義務・必要・推量を表すために，助動詞
を用いた適切な文の形や構造を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディアの使用で気を付ける
べき点について，自分の意見や主張など
を論理の構成や展開を工夫して，詳しく
話したり書いたりして伝え合うことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

ソーシャルメディアの使用で気を付ける
べき点について書かれた文章を読んで，
様々な助動詞の概念と文の構造を理解す
る。義務・必要・推量を表すために，助
動詞を用いた適切な文の形や構造を理解
し，文を組み立てる。高校生のソーシャ
ルメディアの使用について，パラグラフ
の構成に意識して，自分の意見や主張を
書いて伝える。比較・対照のパターンを
用いた論理的なパラグラフの構成やつな
ぎの言葉を適切に用いて，書いて伝え
る。

○ 〇 〇 〇

〇

L3【知識及び技能】
現在・過去・未来を表すために，適切な動詞の形
や文の構造を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの歴史について，自分の意見や主張など
を論理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり
書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○ 6

L3【知識及び技能】
現在・過去・未来を表すために，適切な
動詞の形や文の構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの歴史について，自分の意見や
主張などを論理の構成や展開を工夫し
て，詳しく話したり書いたりして伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

スポーツの歴史について書かれた文章を
読んで，時を表す表現の概念を理解す
る。現在・過去・未来を表すために，適
切な動詞の形や文の構造を用いる。好き
なアスリートと実績[書くこと]：自分の
好きなアスリートと実績について，パラ
グラフの構成に意識して詳しく書いて伝
える。例示・追加のパターンを用いた論
理的なパラグラフの構成やつなぎの言葉
を適切に用いて，書いて伝える。

○ 〇 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

〇

L2【知識及び技能】
自動詞と他動詞を使い分けたり，群動詞の適切に
用い方を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
学校で新しい友達を作る方法について，自分の意
見や主張などを論理の構成や展開を工夫して，詳
しく話したり書いたりして伝え合うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○ 6

L2【知識及び技能】
自動詞と他動詞を使い分けたり，群動詞
の適切に用い方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校で新しい友達を作る方法について，
自分の意見や主張などを論理の構成や展
開を工夫して，詳しく話したり書いたり
して伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

学校で新しい友達を作る方法について書
かれた文書を読んで，適切な動詞の使い
分けについて理解する。自動詞と他動詞
を使い分けたり，群動詞を適切に用いた
りして文を組み立てる。留学生のために
開催するイベントについて話し合った内
容を英文で書いてまとめる。パラグラフ
の基本構成を学び，列挙・順序のパター
ンを用いた論理的な構成やつなぎの言葉
を適切に用いて，書いて伝える。

○ 〇 〇 〇

〇

L1【知識及び技能】
主語の選択や主語になる名詞句，形式主語の概念
を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
子供の理想の仕事について，自分の意見や主張な
どを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話した
り書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○ 6

思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

論理表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや役割を理
解する。
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論理
の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書いたりして伝
え合うことができる技能を身に付ける。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論
理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書いたりし
て伝え合うことができる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手・読
み手など他者に配慮しながら，主体的・自律的に表現でき
る。

Vision Quest English Logic and Expression Ⅱ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を
養う。

論理・表現Ⅱ
外国語 論理・表現Ⅱ 2
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聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書
思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

合計

3
学
期

2
学
期

○ ○ 8

L10【知識及び技能】
可算名詞と不可算名詞の使い分けや数量
を表す表現，割合・数量の変化を表す表
現や文の構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
AIと共存する方法について，自分の意見
や主張などを論理の構成や展開を工夫し
て，詳しく話したり書いたりして伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

AIと共存する方法について書かれた文章
を読んで，数量を表す表現の概念と文の
構造を理解する。可算名詞と不可算名詞
の使い分けや数量を表す表現，割合・数
量の変化を表す表現や文の構造を理解
し，文を組み立てる。AIとの生活で大切
な事について，自分の考えやその根拠を
示す情報を調べるなどして，クラスに話
して伝えるために，プレゼンテーション
の原稿を作成する。プレゼンテーション
の構成や伝え方を意識して，資料やデー
タなどの資料を提示しながら，自分の考
えや主張を話して伝える。

○ 〇 〇 〇 〇

L10【知識及び技能】
可算名詞と不可算名詞の使い分けや数量を表す表
現，割合・数量の変化を表す表現や文の構造を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
AIと共存する方法について，自分の意見や主張な
どを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話した
り書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○

6

L8【知識及び技能】
直接話法，間接話法，また様々な伝達表
現を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会の問題点について，自分の意
見や主張などを論理の構成や展開を工夫
して，詳しく話したり書いたりして伝え
合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

日本の社会の問題点について書かれた文
章を読んで，直接話法と間接話法を用い
て表した文の構造を理解する。相手に情
報を伝えるために，直接話法，間接話
法，また様々な伝達表現を用いて適切な
文の形や構造を組み立てる。2つの異な
る働き方についての話を聞いて，全体の
概要と構成を理解し，まとめる。また，
自分が働きたい職場環境について，ペア
やグループで議論する。日本の教育制度
の目標について話されるプレゼンテー
ションを聞いて，文章全体の構成と要
点・要約をまとめる手順を理解する。

○ 〇 〇 〇

L9【知識及び技能】
条件や仮定を用いた適切な文の形や構造
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
もし億万長者になったら，何をするかに
ついて，自分の意見や主張などを論理の
構成や展開を工夫して，詳しく話したり
書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

もし億万長者になったら，何をするかに
ついて書かれた文章を読んで，仮定の概
念と文の構造を理解する。条件や仮定を
用いた適切な文の形や構造を理解し，文
を組み立てる。宝くじが当たり，大金を
手にしたらという仮定の状況を想定し，
自分の考えや主張をまとめたり，クラス
メートと話して伝え合ったりして，ス
ピーチの原稿を作成する。スピーチの構
成や伝え方を意識して，自分の考えや主
張を話して伝える。

○ 〇 〇 〇 〇

L9【知識及び技能】
条件や仮定を用いた適切な文の形や構造を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
もし億万長者になったら，何をするかについて，
自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫
して，詳しく話したり書いたりして伝え合うこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○ 8

○

6

L7【知識及び技能】
形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による
名詞の修飾を用いた適切な文の形や構造
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第二か国語や外国語としての英語につい
て，自分の意見や主張などを論理の構成
や展開を工夫して，詳しく話したり書い
たりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

第二か国語や外国語としての英語につい
て書かれた文章を読んで，語句や文を修
飾して情報を追加する様々な文の構造を
理解する。形容詞・分詞・前置詞句や不
定詞による名詞の修飾を用いた適切な文
の形や構造を理解し，文を組み立てる。
日本の第二公用語としての英語の導入の
賛否に関する記事を読んで，文章全体の
概要と構成を理解し，まとめる。 精読
と多読の２つの読解方法について書かれ
た記事を読んで，文章全体の構成と要
点・要約をまとめる手順を理解する。

○ 〇

○ 1

〇 〇 〇

L7【知識及び技能】
形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞の修
飾を用いた適切な文の形や構造を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
第二か国語や外国語としての英語について，自分
の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫し
て，詳しく話したり書いたりして伝え合うことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○

〇 〇 ○

1

6

L6【知識及び技能】
関係代名詞や関係副詞を用いた文の構造
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
異文化理解の重要性について，自分の意
見や主張などを論理の構成や展開を工夫
して，詳しく話したり書いたりして伝え
合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，聞き手・読み手など他者に配慮し
ながら，主体的・自律的に表現できる。

異文化理解の重要性について書かれた文
章を読んで，関係詞によって情報が追加
された文の構造を理解する。関係代名詞
や関係副詞を用いた文の構造を理解し，
文を組み立てる。外国人観光客が最も訪
れる日本の場所について，情報を調べて
まとめ，出典や引用を示して，自身の主
張や理由の根拠を詳しく書いて伝える。
主張や理由の根拠となる情報を示し，資
料や他者の言葉の引用や出典を表す表現
を適切に用いて，書いて伝える。

○ 〇 〇 〇 〇

L6【知識及び技能】
関係代名詞や関係副詞を用いた文の構造を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
異文化理解の重要性について，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話し
たり書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○

定期考査
〇

○ ○

○

〇

L8【知識及び技能】
直接話法，間接話法，また様々な伝達表現を理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会の問題点について，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話し
たり書いたりして伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現できる。

○ ○ ○

定期考査
〇 〇 〇 ○

1

70

定期考査
○ ○ ○



東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 外国語（英語）　　　科　　　目： コミュニケーション英語Ⅲ　　　　　　　　単位数： ４単位

対象学年組： 第３学年Ａ組～Ｉ組

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

「MAINSTREAM English Communication Ⅲ Second Edition Strategic Reading Focus Advanced」（増進堂）

12

16

16

12

8

8

「Cutting Edge Green」「Cutting Edge Blue」「共通テストリスニング 分野別10min」「LISTENING ACE 10 UPGRADE」

16

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

言語、科学に関する読み取
り

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

自然、動物をテーマとした
文章の読み取り

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

・コミュニケーションに関心をもち、授
業中の言語活動に積極的に取り組んでい
る。日常的な話題について、場面や目的
に応じて、英語で適切に話したり書いた
りすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取
組、予習および復習、課題の提出状況、
定期考査以外のテストの得点等を総合し
て評価する。

・コミュニケーションに関心をもち、授
業中の言語活動に積極的に取り組んでい
る。日常的な話題について、場面や目的
に応じて、英語で適切に話したり書いた
りすることができる。
・期末考査の得点に加えて、授業への取
組、予習および復習、課題の提出状況、
定期考査以外のテストの得点等を総合し
て評価する。

・コミュニケーションに関心をもち、授
業中の言語活動に積極的に取り組んでい
る。日常的な話題について、場面や目的
に応じて、英語で適切に話したり書いた
りすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取
組、予習および復習、課題の提出状況、
定期考査以外のテストの得点等を総合し
て評価する。

・コミュニケーションに関心をもち、授
業中の言語活動に積極的に取り組んでい
る。日常的な話題について、場面や目的
に応じて、英語で適切に話したり書いた
りすることができる。
・期末考査の得点に加えて、授業への取
組、予習および復習、課題の提出状況、
定期考査以外のテストの得点等を総合し
て評価する。

２
月

３
月

７
月

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

12
月

教育、心理をテーマとした
文章の読み取り

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

歴史や科学をテーマとした
文章の読み取り

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

11
月

10
月

９
月

８
月

経済、国際をテーマとした
文章の読み取り

４
月

16

12

５
月

１
月

入試問題演習
・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

・コミュニケーションに関心をもち、授業中
の言語活動に積極的に取り組んでいる。日常
的な話題について、場面や目的に応じて、英
語で適切に話したり書いたりすることができ
る。情報や考え等を正しく理解することがで
き、言語や文化について、理解を深めるとと
もに基本的な知識を身に付ける事ができる。

エッセイの読み取り
・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

６
月

入試問題演習
・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

自然、動物をテーマとした
文章の読み取り

・総合的な英文読解力を養う。要旨を素早くつかむことと同時に、正確な文法・構
文の理解も達成させる。
・リスニングの実践的な演習を通して、大学入試レベルの聴解力を養う。

リーディングスキル、環
境、健康に関する文章の読
み取り



東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 外国語（英語）　　　科　　　目： 英語表現Ⅱ　　　　　単位数： ２単位

対象学年組： 第３学年Ａ組～Ｉ組

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

8

6

５
月

１
月

入試問題演習
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

不定詞・動名詞・分詞
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問題に
取り組み、文法力や構文力を養う。

６
月

実践演習
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

比較
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

２
月

３
月

７
月

４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

12
月

否定・倒置
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

関係詞、接続詞
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

11
月

10
月

９
月

８
月

不定詞・動名詞・分詞

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

動詞・時制・助動詞
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

受動態・仮定法
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問
題に取り組み、文法力や構文力を養う。

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

冠詞、名詞、代名詞の語法
４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて指導する。また、実践的な問題に取り
組み、文法力や構文力を養う。

「MAINSTREAM English Expression Ⅱ Second Edition」（増進堂）

6

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

8

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

8

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

6

4

・コミュニケーションに関心をもち、授業中の
言語活動に積極的に取り組んでいる。日常的な
話題について、場面や目的に応じて、英語で適
切に話したり書いたりすることができる。
・中間考査の得点に加えて、授業への取組、予
習および復習、課題の提出状況、定期考査以外
のテストの得点等を総合して評価する。

4

「英文法・語法問題1000」「Reading Core for 共通テスト」
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東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 外国語（英語）　　　科　　　目： 英語リーディング　　単位数： ２単位

対象学年組： 第３学年Ａ組～Ｉ組

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

8

6

５
月

１
月

長文で試してみよう
・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

平素の授業への取組、予習および復習の
状況、課題等の提出状況等を総合して評
価する。

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

作文と解釈　５・６章
英語の構文　２４～３５章
速読英熟語１７～２０

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

６
月

英語の構文　１５・１６章
速読英熟語５１～５４

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

作文と解釈　９・１０章
英語の構文　５０～６１章
速読英熟語２３～３０

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

２
月

３
月

７
月

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

12
月

作文と解釈　１３・１４章
英語の構文７５～８８章
速読英熟語４７～５０

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

作文と解釈　１１・１２章
英語の構文６２～７４章
速読英熟語２３～３０

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

11
月

10
月

９
月

８
月

作文と解釈　７・８章
英語の構文　３６～４９章
速読英熟語２１～２２

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

作文と解釈　１・２章
英語の構文　１～１４章
速読英熟語　１～８

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

作文と解釈　３・４章
英語の構文　１５～２３章
速読英熟語　９～１６

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

作文と解釈　１１・１２章
英語の構文６２～７４章
速読英熟語２３～３０

・文法・構文の正確な理解と、運用能力を養う。
・熟語の知識を増やすことによって、読解力・表現力を発展させる。

　

6

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

8

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

8

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

6

4

定期考査の得点に加えて、平素の授業へ
の取組、予習および復習の状況、課題等
の提出状況等を総合して評価する。

4

「英語の構文80」「英語の構文80 総合問題演習」「速読英熟語」
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